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2007 年度 新入社員への社長メッセージについて 

 

本日、弊社は 148 名の新入社員を迎えました。新入社員は本日より研修に入りますが、研修の最初

に、  社長の小島順彦より、 新入社員に対する挨拶がありましたので、添付の通り 、 内容をご案内 

申し上げます。 

尚、７月上中旬頃に新入社員が社長に対し、新人研修の成果を報告し、直接コミュニケーションを

とることができる機会を設ける予定です。 

また、2007 年度の採用実績及び 2008 年度の採用計画については下記の通りです。併せてお知らせ 

申し上げます。 

記 

 

１．採用実績 

昨年度の採用活動で内定し、本日入社した新卒者は 148 名。内訳は以下の通り。 

 

文系 理系 

院卒 学部卒 院卒 学部卒 

   

3（2） 97（29） 32（0） 16（3） 

小計 100（31） 48（3） 

合計 148（34） 

                           ※（  ）は女性数 

 

また、キャリア採用（2007 年 4 月 1日以降入社予定）は、現在選考中。  

 

２．採用人員計画 

  2008 年度入社者の採用人員数は、新卒採用については 160～180 名程度、キャリア採用に 

ついては 30～40 名程度を目安とする。 

 

以   上 



［２００７年度新卒新入社員向け小島社長メッセージ］ 

 

皆さん、おはようございます、社長の小島です。 

本日、１４８名の新たな仲間をここにお迎えできたことを、大変嬉しく思います。 

まずは社長として、皆さんの入社を心から歓迎します。 

 

【わが社を取り巻く環境について】 

 

皆さんは本日を以って、社会人としてのキャリアをスタートすることとなった訳ですが、三菱

商事にとっての今年度、即ち２００７年度は、どういう年かを、まずご説明します。２００４

年にスタートした、四年間の中期経営計画、われわれはこれを「ＩＮＮＯＶＡＴＩＯＮ２００

７」と呼んでいますが、今年は、この四年目の仕上げにあたる年です。まさに、ホップ、ステ

ップの四年目であり、次なる「ジャンプ」期間に向けた、飛躍の為のたいへん重要な時期に、

皆さんは三菱商事の一員となる訳です。 

 

さて皆さんは、社会人としての第一歩を踏み出すこの時、われわれを取り巻く世界の環境が予

想を超えるスピードで大きく変化していることに、既にお気づきのことと思います。 

 

ＢＲＩＣｓ諸国を筆頭とする世界の国々の発展により、全世界の経済のフラット化が進行して

おりますし、世界規模で業界再編が進み、新聞等でも見られるように、日本国内でも大型のＭ

＆Ａが活発化するなど、世界中でパラダイムシフトが起こっています。私は昨年、国内外のさ

まざまな拠点や事業投資先を訪問し、それぞれの地域でお客様と接したり、現地で働くわが社

の社員と話をする機会を通して、このビジネス環境の変化を自ら強く実感しました。 

 

こうした中でわが社は、２００７年３月期の決算では、これは公表した数字ですが、予想連結

純利益を４０００億円としています。これは４期連続の史上最高益更新となり、業績面では、

わが社は非常に好調に推移しています。 

 

今の好業績は、ひとつには諸先輩方が昔にまかれた種が、資源価格高騰という追い風に乗って

大きく花開いた結果であり、一方では、「選択と集中」を経営手法にしっかりと取り入れ、変化

への対応を全社として着実にコントロールした結果、各営業グループ全てが業績拡大に貢献し

ているからであります。しかしわれわれは、今日の好業績をもって、将来に向かって安心など

とは全く思ってはいません。グローバルなビジネス環境の変化は、われわれの予想をはるかに

超えることもあるでしょう。次の時代に何が起こるかわかりません。従ってわれわれも、次世

代のために、今からグローバルな観点から将来を見越して新たな種をまき、また新たな経営手

法を取り入れて、更なるチャレンジをしていかなければなりません。 

 

私は日頃から、これからの総合商社のあり姿として、「新・産業イノベーター」という表現を使

っています。これは社会からの期待に応えていくためには、われわれ自身が常に変化に対応し、



柔軟に姿・形を変えていかなければならない、ということです。皆さんにもこれまでの常識に

捉われない、フレッシュな発想や新しい視点を以ってビジネスに取り組むことを大いに期待し

ています。時代の変化をしっかり見据え、次の時代に向けて新たに何をやらなければならない

かを常に考える意識、すなわちイノベーションの意識を皆さんにも是非持って欲しいと思いま

す。 

 

【心がけて欲しいこと】 

 

さて、ここで皆さんに、社長として、あるいは社会人の先輩として、是非心がけて欲しいこと

を３点お話ししたいと思います。 

 

まず１つ目。皆さんには、三菱商事に入社した今日がゴールではなく、まさに社会人としての

新しい人生のスタートであることを、改めて肝に銘じていただきたいと思います。まずは謙虚

に、「日々の、一見地味に見える業務をおろそかにせず、ビジネスの基本をしっかりと自分のも

のにして欲しい」、すなわち、「愚直に基礎を身につける努力をして欲しい」ということです。 

 

三菱商事の連結収益の７割以上が事業投資先からの収益という時代です。事業の「現場」その

ものも本体から事業投資先へ移りつつあります。わが社の事業構造は大きく変わってきている

わけですが、しかし、われわれのビジネスの原点というのはまさに、お取引先があってこそ成

り立つという点に変わりはありません。「商人」として、トレーディングなど日々の取引を通じ

て、取扱商品や業界、産業構造などを、川上から川下までグローバルな観点で、まずは深く理

解することで、はじめてお客様に対して様々な提案ができるのです。それが新たな事業投資、

あるいはビジネスの変革につながるのです。 

 

重要なことは、皆さん一人ひとりが地道な業務をおろそかにせず、そこから生まれてくるどん

な小さな疑問や課題をも見過ごすことなく、社内の関係者やパートナーと力をあわせて解決し

ていくという、辛抱強い努力の積み上げです。たとえ目立たなくともこうした取り組みを真摯

に継続していくことで、「さすが三菱商事の社員は現場の状況を的確にとらえて提案を持ってく

る」と言われるような人材になって欲しいと思います。特にこのような「変化の時代」ですが、

大切なのは基本的知識です。その上で今までの延長ではなく、まさにイノベーション、新しい

変革に挑戦することが大事なのです。当然これからは、全てがうまく行くとは限りません。失

敗、挫折もあります。それを怖れず、自らの努力で乗り越えていって欲しい。そこで初めて自

分の実力が貯えられ、そして皆さん自身の市場価値の向上にもつながるのです。 

 

２つ目は、「タテヨココミュニケーションを大切にし、大いに議論をして欲しい」ということで

す。 

 

ここで言うタテとは世代を超えたコミュニケーション、ヨコとは組織、会社、場合によっては

国境を越えたコミュニケーションのことを指しています。あらゆる垣根を越えて、自ら働きか

けていくコミュニケーションによって培われるネットワークは、自分自身の人生にとってかけ



がえのない財産となりますし、ひいては自らが身を置く組織や、わが社全体をより良い方向に

導く原動力になるはずです。 

 

インターネットによって、コミュニケーションのスタイルも大きく変わりましたが、インター

ネットだけでは人間の熱い思いは伝わりません。出来るだけ会話をし、議論をし、お互いの意

見を交換し、一番大事なのはフェイス・トゥ・フェイスのコミュニケーションを通じて学び続

ける努力をして下さい。「人から学ぼうとする心」を常に持ち続けることが自らの世界を拡げて

いく最善の方法だと思いますが、また逆に単なる指示待ちではダメです。しっかりした自分の

意見を持って下さい。その上でのコミュニケーションが大事なわけです。 

 

皆さんの上司となる人たちには、私も折に触れて「若い世代とのコミュニケーションを大切に

するように」ということを話していますが、時には皆さんの方から上司の懐に飛び込んでみて

欲しいと思います。三菱商事で様々な経験を積み、それぞれの分野で大いに手腕を発揮してい

る先輩たちの話からは、「仕事に向き合う姿勢」や「三菱商事の哲学」、ないしは現場での本当

の苦労など、学ぶべきところがきっとあるはずです。また、過去の失敗談や苦労話などを聞く

ことで、上司との相互理解が深まり、お互いの距離もぐっと近づくことでしょうし、自らの意

見や考えも、より自然に伝えることが出来るようになると思います。それが、会社としての一

体感にもつながるのです。 

 

最後に３つ目ですが、｢皆さん一人ひとりに、三菱商事の経営理念である『三綱領』の精神を継

承してもらいたい｣ということです。 

 

既にご存じの方も多数いらっしゃると思いますが、「所期奉公」は「商業を通じ、物心共に豊か

な社会の実現に努力すると同時に、かけがえのない地球環境の維持にも貢献する」、「処事光明」

は「公明正大で品格ある行動を旨とし、活動の公開性、透明性を堅持する」、「立業貿易」は「全

世界的、宇宙的視野に立脚した事業展開を図る」というように現代的解釈がなされています。 

 

これは旧三菱商事の初代会長である岩崎小弥太が１９２０年に行った訓示をベースに制定され

たものですが、この精神は今でも脈々と生き続けています。特に「処事光明」の精神は世界で

働く三菱商事パーソンのバックボーンです。会社生活も、私生活も「正々堂々」と「Ｆａｉｒ」

であることをモットーとし、世界から信頼される品格のある社会人・国際人になって欲しいと

思います。それが結果的には、会社のバリュー、すなわち企業価値を作り上げていくのです。 

 

昨今、「企業の社会的責任」や「コンプライアンス」がより厳しく問われるようになってきまし

た。わが社も２００２年９月に、企業倫理は最優先で守らなければならない、企業は社会の常

識に敏感でなければならない、との宣言を改めて行いましたが、そのはるか昔、会社の草創期

からこうした考え方を経営理念として掲げて企業活動を行ってきたのが三菱商事なのです。将

来に向かって、この三菱商事の歴史を受け継いでゆく皆さんには、今申し上げた、わが社の企

業精神をしっかりと継承してもらいたいと思います。 

 



【励ましの言葉】 

 

最後になりますが、皆さんは学生生活を終え、三菱商事というたすきを受け継ぐ駅伝のランナ

ーになったということです。遠い未来にあるゴールを目指し、『三綱領』の精神を忘れずひたむ

きに走って下さい。きっと、輝かしい未来が開かれると確信しています。 

 

さあ、今日から皆さんの社会人生活が始まります。今日の初々しい、そして緊張した皆さんの

顔つきは、大変頼もしく感じられます。この緊張感を大切にし、三菱商事の未来を共に切り拓

いて行こうではありませんか。 

 

三菱商事パーソンとしてのスタートを祝し、皆さんの大いなる活躍を期待して、私の歓迎の挨

拶と致します。 

 

おめでとう！  以上です。 


